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お問い合わせ先 / 益田赤十字病院　地域医療連携係

科  別

内　科

循環器科

脳神経内科

小児科

外　科

脳神経外科

整形外科

皮膚科

泌尿器科

耳鼻いんこう科

眼　科

放射線科

麻酔科

歯科口腔
外科

産婦人科

診療 月 火 水 木 金 備  考

岡本栄祐
（初診・総合診療）

波多野拓也
（初診・総合診療）

又賀建太郎
（内分泌・代謝）

波多野拓也
（初診・総合診療）

竹谷　海
（内分泌・代謝）

竹谷　海
（内分泌・代謝）

又賀建太郎
（内分泌・代謝）

内田利彦
黒田紘章
―

―

内田利彦
古志野海人

―

黒田紘章
―
―ペースメーカー

外来

休　診

山口祐貴
（消化器）

古田晃一朗
（消化器）

岡本栄祐
（初診・総合診療）

又賀建太郎
（内分泌・代謝）

天野和寿
（消化器）

山口祐貴
（消化器）

山﨑整児
（呼吸器）

古田晃一朗
（消化器）

古志野 海人
―
―

― ―

―

―

三浦　勤

中島香苗

秋好瑞希

循環器外来 　

予防接種

三浦　勤

中島香苗

秋好瑞希

―

予防接種

三浦　勤

中島 香苗

秋好瑞希

神経発達外来 　 

乳児健診

三浦　勤

中島香苗

秋好瑞希

乳児健診

三浦　勤

中島香苗

秋好瑞希

―

予防接種

青木慶仁
木谷光博

もの忘れ外来  　 

松井龍吉

―

中川知憲

―

塩田摂成
三浦義夫
緩和ケア外来　  

―

黒田博彦
服部晋司
井上圭亮
乳腺外来　  

三浦義夫
塩田摂成
佐々木陽平
― ―

手術日のため
休診

機能的脳神経外科
専門外来

井本浩哉

米井　徹
横川　敬
大塚哲也

小川慎也
米井　徹
上村篤史

横川　敬
小川慎也
河野龍之助

石原秀行
╱

岡　史朗

金子　栄 金子　栄

休　診 休　診 大学医師休　診

髙井保幸

手術／髙井保幸 手術―

大学医師

休　診

髙井保幸

市山友子 市山友子 市山友子 市山友子
腫瘍外来

術前診察のみ 術前診察のみ 術前診察のみ 術前診察のみ 術前診察のみ

椋本英光 石倉ゆか 石倉ゆか 応援医師
放射線治療外来

青木明彦
矢野誠司

岡真太郎
青木明彦

矢野誠司
岡真太郎

矢野誠司
青木明彦

片桐敦子
片桐　浩
片桐敦子（再診）
健診　

片桐敦子
片桐　浩

―

波多野渚
片桐敦子

波多野渚
片桐敦子

片桐　浩
波多野渚

手 術手 術
マタニティクラス　　

休　診 休　診 休　診

金子　栄 ―金子　栄

手術日のため
休診

手術日のため
休診

手術日のため
休診

木谷光博

―

初診
午前

午前 加藤輝士
（消化器）

加藤輝士
（消化器）

午前

午前
午前
午前

午前

午前

午前

午前
松本香奈枝 ―松本香奈枝 皮膚科担当医―

― ―アトピー外来　　 ―金子 栄（再診）午後

午前

午前

午前

午前

午後

再診

再診

再診

1診
2診

午後

午後

午後

午後

初診
再診

初診
紹介

初診
紹介

初診
紹介

予約

予約

予約予約

予約

予約

予約

手術日のため
救急紹介のみ

初診
紹介

予約

髙井保幸

手術／髙井保幸
予約

髙井保幸

髙井保幸
予約

予約

山﨑整児
（呼吸器）予約

予約

予約

予約 予約

予約

手術日のため
休診

山﨑整児
（呼吸器）予約

セカンド
オピニオン外来

益田赤十字病院  外来担当一覧 令和３年９月１日現在

予約の表示は、予約患者さまのみ

馬庭泰久
（血液・免疫）

高橋╱馬庭
（血液・免疫 隔週）

鈴木╱馬庭
（血液・免疫 隔週）

馬庭泰久
（血液・免疫）

馬庭泰久
（血液・免疫）

隔週の火曜日： 高橋　勉  医師

隔週の木曜日： 鈴木  律朗 医師

心カテ日： 月～金曜日

ペースメーカー外来： 第１木曜日（予約）

休診日の対応： 救急車受入・救急紹介のみ

手術日： 月・水・金曜日

休診日の対応： 救急車受入・救急紹介のみ

緩和ケア外来： 月曜日午後（予約）
乳腺外来： 火曜日　13時～（予約）
セカンドオピニオン外来： 第１金曜日（予約）
田島 義証  医師（島根大学医学部消化器・総合外科教授）

もの忘れ外来： 水曜日 １１時～１２時（予約）

休診日の対応： 救急車受入・救急紹介のみ

※完全予約制（但し、１ヶ月健診、３ヶ月未満の乳児を除く）
午前、午後ともに初診は紹介患者さまのみ

循環器外来 ： 第１月曜日（予約）
　　　　　　偶数月　第４木曜日（予約）
神経発達外来：瀧川 遼医師（島根大学医学部小児科）
　　　　　　　第２水曜日（予約）

初診は紹介患者さまのみ（金曜日は紹介不可）

アトピー外来： 火曜日午後１５時～１６時３０分（予約）

手術日： 月曜日午後・金曜日午前

※完全予約制　予約電話受付：平日の14時～16時

紹介患者さまのみ（受付：８時～１１時）

初診は紹介患者さまのみ
手術日： 月・火・金曜日
午後の診療は１４時開始（手術日は開始時間が遅れる
ことがあります）  
金曜日： 紹介患者さまの診察不可（緊急の場合を除く）
院外検査： 月～金曜日（予約）　アンギオ日： 火・金曜日（午後）
放射線治療外来： 島根大学応援医師（専門医）
予約 ／木曜日 第1・3・5週 13：00～15：00 、金曜日 第2・4週 9：00～15：00

初診は紹介患者さまのみ
手術日： 水曜日

腫瘍外来
水曜日（月１回）： 管野貴浩医師（島根大学医学部歯科口腔外科  教授）

予約午後診療： 14時～15時（月・木）

手術日： 火曜日午後・木曜日午後
ＣＡＰＤ外来： 月曜日 午後

休診日の対応： 救急車受入・救急紹介のみ

第1・3・5木曜日： 石原 秀行  医師（山口大学　脳神経外科教授）
第2・4木曜日： 岡 史朗  医師（山口大学　脳神経外科）
機能的脳神経外科専門外来： 第３水曜日（完全予約制）
　　　　　　　　井本 浩哉  医師（山口大学 脳神経外科）

完全予約制

完全予約制

初診は紹介患者さまのみ　

手術日： 火・木・金（午後）曜日　検査日： 月・水・金曜日

休診日の対応： 救急車受入・救急紹介のみ

石倉ゆか
放射線治療外来

予約

片桐　浩（再診）
健診　予約

益
田
赤
十
字
病
院
広
報
誌
  高
津
川
だ
よ
り
　
2021 年

  夏
号
　
　
発
行
元
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田
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十
字
病
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〒
698‒8501 島

根
県
益
田
市
乙
吉
町
イ
103

番
地
１
　
TEL.0856-22-1480（

代
表
）　
FA
X
.0856-22-3991　

※
病
床
数
：
284

床

Photograph: 津和野町 第一津和野川橋梁

益
田
赤
十
字
病
院
広
報
誌

（島根大学内科学第三）

（島根大学血液・腫瘍内科学教授）

服部晋司
黒田博彦

循環器外来
（予約）

ド
ク
タ
ー
ズ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

Ａ
Ｎ
Ａ
グ
ル
ー
プ
さ
ん
か
ら 「
し
あ
わ
せ
の
花
ス
ズ
ラ
ン
」の
プ
レ
ゼ
ン
ト

お
弁
当
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

永
年
勤
続
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た

外
来
担
当
一
覧

特
集
／

知
っ
て
お
き
た
い

　
摂
食
・
嚥
下
障
害

特
集
２
／

Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｂ
Ａ
Ｃ
Ｋ

　
２
年
目
職
員
１
年
の
振
り
返
り
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食
欲
が
低
下
す
る
こ
と
で
食
べ
に
く
く
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

 

　
口
か
ら
食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
上
で
欠
か

せ
な
い
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、

大
切
な
方
と
一
緒
に
「
お
い
し
い
ね
」
っ
て

食
べ
る
ご
飯
は
と
っ
て
も
最
高
で
、
心
が
あ
っ

　　
私
達
は
口
か
ら
体
内
に
食
べ
物
や
飲
み
物

を
摂
り
い
れ
る
こ
と
で
生
き
て
い
ま
す
。

　
食
べ
物
や
飲
み
物
を
見
て
「
食
べ
た
い
」

と
思
い
、
口
に
入
れ
る
こ
と
を
「
摂
食
（
せ
っ

し
ょ
く
）」、
口
の
中
に
取
り
入
れ
た
も
の
を

飲
み
込
ん
で
胃
に
送
り
出
す
こ
と
を
「
嚥
下

（
え
ん
げ
）」
と
言
い
ま
す
。
こ
の
食
べ
た
り

飲
ん
だ
り
す
る
動
作
が
う
ま
く
行
え
ず
、
い

つ
ま
で
も
口
の
中
に
た
め
込
ん
で
い
た
り
、

む
せ
た
り
咳
が
出
現
す
る
状
態
を
「
摂
食
・

嚥
下
障
害
」
と
言
い
、「
誤
嚥
性
肺
炎
」
を
引

き
起
こ
す
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

 

　
で
は
な
ぜ
上
手
に
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た

り
、
飲
み
込
め
な
く
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
そ
れ
は
、
脳
や
神
経
な
ど
の
病
気
に
よ
り
、

脳
か
ら
の
指
令
が
口
や
喉
に
う
ま
く
伝
わ
ら

な
く
な
っ
た
り
、
筋
肉
が
痩
せ
て
し
ま
っ
た

り
す
る
こ
と
で
起
こ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
認
知
機
能
が
低
下
す
る
こ
と
で
口
の

中
に
食
べ
物
を
い
つ
ま
で
も
溜
め
込
ん
だ
り
、

特集
1

上
手
に
食
べ
ら
れ
な
い
、

飲
み
込
め
な
く
な
る
の
は

な
ぜ
で
す
か
？

誤
嚥
性
肺
炎
と

「
お
口
の
ケ
ア
」に
つ
い
て

た
か
く
な
り
ま
す
ね
。

 

　
上
手
に
食
べ
ら
れ
な
い
、
飲
み
込
め
な
い

な
ど
と
い
っ
た
摂
食
・
嚥
下
障
害
が
起
こ
っ

た
場
合
で
も
、
食
べ
る
こ
と
を
通
じ
て
幸
せ

を
感
じ
て
頂
け
る
よ
う
、
私
達
は
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

摂食・嚥下障害看護
認定看護師

寺戸　ゆり
（てらど・ゆり）

年齢を重ねることで、身体機能の低下や免疫力、抵抗力の低下など、少しずつ身体に変化がでてきます。
いつまでも自分らしく生活していくためには、高齢者の心身の特徴を理解することが大切です

「むせながらご飯を食べる」「いつまでも飲食物を口の中に溜めている」
そんな経験がありませんか？　それは摂食・嚥下障害のサインかもしれません。
今回は当院の摂食・嚥下支援チームから『摂食・嚥下障害』について紹介します。

知っておきたい
摂食・嚥下障害
知っておきたい
摂食・嚥下障害

摂食・嚥下支援チームに聞いた！

　
口
の
中
の
細
菌
数
を
み
な
さ
ん
は
知
っ
て

い
ま
す
か
？ 

口
の
中
に
は
、
む
し
歯
や
歯
周

病
に
関
わ
る
細
菌
が
な
ん
と
１
０
０
億
個
以

上
存
在
し
て
い
ま
す
。
唾
液
や
水
分
、
食
べ

も
の
が
食
道
や
胃
に
い
か
ず
、
誤
っ
て
気
管

か
ら
肺
に
入
る
こ
と
を
『
誤
嚥
（
ご
え
ん
）』

と
言
い
ま
す
が
、
こ
の
際
に
口
の
中
の
細
菌

が
肺
に
入
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
肺

炎
を
『
誤
嚥
性
肺
炎
』
と
言
い
ま
す
。
口
の

中
の
細
菌
が
増
加
す
る
と
誤
嚥
性
肺
炎
の
危

険
が
高
ま
り
、
口
の
粘
膜
の
炎
症
の
原
因
に

も
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
炎
症
は
口
か
ら
全

身
に
波
及
し
、
発
熱
に
よ
っ
て
低
栄
養
や
脱

水
に
陥
っ
た
り
、
免
疫
機
能
の
低
下
、
全
身

の
臓
器
に
障
害
を
き
た
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
摂
食
・
嚥
下
障
害
や
誤
嚥
性
肺

炎
の
予
防
に
『
口
腔
ケ
ア
』
が
重
要
と
な
り

ま
す
。
口
腔
ケ
ア
を
行
い
、
口
腔
内
細
菌
数

を
減
ら
し
、
摂
食
嚥
下
機
能
を
維
持
向
上
す

る
こ
と
で
誤
嚥
性
肺
炎
の
発
生
率
を
下
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
口
腔
ケ
ア
は
単
に

お
口
の
お
掃
除
を
す
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
口
腔
機
能
の
維
持
、
回
復
を
目
的
と
し

た
粘
膜
の
ケ
ア
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
咳
反
射
・
嚥
下
反
射
の
働
き
を

高
め
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
口
は
私
た
ち
の

身
体
の
一
部
で
あ
り
、
口
の
健
康
は
全
身
の

健
康
と
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
当
院
の
摂
食
嚥
下
支
援
チ
ー
ム
で
は
、
口

腔
ケ
ア
を
積
極
的
に
行
い
、
多
職
種
が
連
携

し
て
患
者
さ
ん
が
口
か
ら
安
全
に
、
美
味
し

く
食
べ
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
日
々
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

● ● ● ● ●せ っ し ょ く ● ● ●え ん げ

歯科・口腔外科チーム

嚥下体操
〈 リハビリチーム 〉

やってみよう！！

　嚥下体操とは、食事の時に使われる筋肉を全体的にほぐし、誤嚥予防及び食事を円滑に行うための準備体操
です。眠気から目が覚める効果もあり、最初の一口で起こりやすいと言われる誤嚥する危険のリスクの減少に
も期待できます。今回は、嚥下体操で意識していただきたいポイントをいくつか紹介します。

口 の 運 動 舌 の 運 動

摂食・嚥下支援チームに聞いた！
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。
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と
言
い
ま
す
。
こ
の
食
べ
た
り

飲
ん
だ
り
す
る
動
作
が
う
ま
く
行
え
ず
、
い

つ
ま
で
も
口
の
中
に
た
め
込
ん
で
い
た
り
、

む
せ
た
り
咳
が
出
現
す
る
状
態
を
「
摂
食
・

嚥
下
障
害
」
と
言
い
、「
誤
嚥
性
肺
炎
」
を
引

き
起
こ
す
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

 

　
で
は
な
ぜ
上
手
に
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た

り
、
飲
み
込
め
な
く
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
そ
れ
は
、
脳
や
神
経
な
ど
の
病
気
に
よ
り
、

脳
か
ら
の
指
令
が
口
や
喉
に
う
ま
く
伝
わ
ら

な
く
な
っ
た
り
、
筋
肉
が
痩
せ
て
し
ま
っ
た

り
す
る
こ
と
で
起
こ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
認
知
機
能
が
低
下
す
る
こ
と
で
口
の

中
に
食
べ
物
を
い
つ
ま
で
も
溜
め
込
ん
だ
り
、

特集
1

上
手
に
食
べ
ら
れ
な
い
、

飲
み
込
め
な
く
な
る
の
は

な
ぜ
で
す
か
？

誤
嚥
性
肺
炎
と

「
お
口
の
ケ
ア
」に
つ
い
て

た
か
く
な
り
ま
す
ね
。

 

　
上
手
に
食
べ
ら
れ
な
い
、
飲
み
込
め
な
い

な
ど
と
い
っ
た
摂
食
・
嚥
下
障
害
が
起
こ
っ

た
場
合
で
も
、
食
べ
る
こ
と
を
通
じ
て
幸
せ

を
感
じ
て
頂
け
る
よ
う
、
私
達
は
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

摂食・嚥下障害看護
認定看護師

寺戸　ゆり
（てらど・ゆり）

年齢を重ねることで、身体機能の低下や免疫力、抵抗力の低下など、少しずつ身体に変化がでてきます。
いつまでも自分らしく生活していくためには、高齢者の心身の特徴を理解することが大切です

「むせながらご飯を食べる」「いつまでも飲食物を口の中に溜めている」
そんな経験がありませんか？　それは摂食・嚥下障害のサインかもしれません。
今回は当院の摂食・嚥下支援チームから『摂食・嚥下障害』について紹介します。

知っておきたい
摂食・嚥下障害
知っておきたい
摂食・嚥下障害

摂食・嚥下支援チームに聞いた！

　
口
の
中
の
細
菌
数
を
み
な
さ
ん
は
知
っ
て

い
ま
す
か
？ 

口
の
中
に
は
、
む
し
歯
や
歯
周

病
に
関
わ
る
細
菌
が
な
ん
と
１
０
０
億
個
以

上
存
在
し
て
い
ま
す
。
唾
液
や
水
分
、
食
べ

も
の
が
食
道
や
胃
に
い
か
ず
、
誤
っ
て
気
管

か
ら
肺
に
入
る
こ
と
を
『
誤
嚥
（
ご
え
ん
）』

と
言
い
ま
す
が
、
こ
の
際
に
口
の
中
の
細
菌

が
肺
に
入
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
肺

炎
を
『
誤
嚥
性
肺
炎
』
と
言
い
ま
す
。
口
の

中
の
細
菌
が
増
加
す
る
と
誤
嚥
性
肺
炎
の
危

険
が
高
ま
り
、
口
の
粘
膜
の
炎
症
の
原
因
に

も
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
炎
症
は
口
か
ら
全

身
に
波
及
し
、
発
熱
に
よ
っ
て
低
栄
養
や
脱

水
に
陥
っ
た
り
、
免
疫
機
能
の
低
下
、
全
身

の
臓
器
に
障
害
を
き
た
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
摂
食
・
嚥
下
障
害
や
誤
嚥
性
肺

炎
の
予
防
に
『
口
腔
ケ
ア
』
が
重
要
と
な
り

ま
す
。
口
腔
ケ
ア
を
行
い
、
口
腔
内
細
菌
数

を
減
ら
し
、
摂
食
嚥
下
機
能
を
維
持
向
上
す

る
こ
と
で
誤
嚥
性
肺
炎
の
発
生
率
を
下
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
口
腔
ケ
ア
は
単
に

お
口
の
お
掃
除
を
す
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
口
腔
機
能
の
維
持
、
回
復
を
目
的
と
し

た
粘
膜
の
ケ
ア
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
咳
反
射
・
嚥
下
反
射
の
働
き
を

高
め
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
口
は
私
た
ち
の

身
体
の
一
部
で
あ
り
、
口
の
健
康
は
全
身
の

健
康
と
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
当
院
の
摂
食
嚥
下
支
援
チ
ー
ム
で
は
、
口

腔
ケ
ア
を
積
極
的
に
行
い
、
多
職
種
が
連
携

し
て
患
者
さ
ん
が
口
か
ら
安
全
に
、
美
味
し

く
食
べ
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
日
々
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

● ● ● ● ●せ っ し ょ く ● ● ●え ん げ

歯科・口腔外科チーム

嚥下体操
〈 リハビリチーム 〉

やってみよう！！

　嚥下体操とは、食事の時に使われる筋肉を全体的にほぐし、誤嚥予防及び食事を円滑に行うための準備体操
です。眠気から目が覚める効果もあり、最初の一口で起こりやすいと言われる誤嚥する危険のリスクの減少に
も期待できます。今回は、嚥下体操で意識していただきたいポイントをいくつか紹介します。

口 の 運 動 舌 の 運 動

摂食・嚥下支援チームに聞いた！
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益
田
赤
十
字
病
院
の
看
護
師
と
し
て
就
職

し
、
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。
私
の
配
属
先
は

主
に
消
化
器
内
科
、
呼
吸
器
内
科
、
内
分
泌
・

代
謝
内
科
の
疾
患
の
患
者
さ
ん
が
入
院
さ
れ

る
混
合
病
棟
で
あ
り
、
様
々
な
疾
患
へ
の
知

識
が
深
ま
り
ま
す
。
入
退
院
も
多
い
た
め
、

患
者
さ
ん
と
そ
の
家
族
が
目
指
す
所
へ
向

か
っ
て
い
け
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
事
の
難

し
さ
を
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。

　
知
識
、
経
験
不
足
か
ら
思
う
よ
う
に
い
か

　
益
田
赤
十
字
病
院
へ
臨
床
工
学
技
士
と
し

て
入
職
し
て
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。
は
じ
め

は
右
も
左
も
わ
か
ら
ず
、
先
輩
方
の
仕
事
を

見
て
学
ぶ
こ
と
に
必
死
で
し
た
が
、
先
輩
方

の
丁
寧
な
ご
指
導
の
も
と
、
今
で
は
業
務
を

覚
え
、
一
人
で
出
来
る
仕
事
も
増
え
て
き
て

い
ま
す
。

　
臨
床
工
学
技
士
の
仕
事
は
透
析
、
人
工
呼

吸
器
、
循
環
器
領
域
、
医
療
機
器
の
管
理
な

ど
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
で
高

い
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
最
初
は
難

し
い
事
が
多
く
、
技
術
的
に
も
精
神
的
に
も

不
安
を
抱
え
な
が
ら
日
々
奮
闘
し
て
い
ま
し

た
が
、
先
輩
方
や
他
職
種
の
方
々
に
助
け
て

い
た
だ
き
、
多
く
の
経
験
を
積
む
こ
と
が
出

来
た
１
年
間
で
し
た
。

　
ま
た
、
主
に
医
療
機
器
を
専
門
に
扱
う
仕

事
の
た
め
、
１
年
目
は
機
械
の
操
作
に
気
を

取
ら
れ
て
患
者
さ
ん
や
周
り
の
事
が
見
え
な

く
な
る
こ
と
も
多
く
、
反
省
点
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。
今
は
患
者
さ
ん
の
状
態
や
周

囲
の
ス
タ
ッ
フ
の
動
き
な
ど
に
気
を
配
り
な

が
ら
、
業
務
を
的
確
に
進
め
る
こ
と
を
意
識

し
て
臨
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
院
内
で
信
頼
さ
れ
る
臨
床
工

学
技
士
に
な
れ
る
よ
う
、
日
々
精
進
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

ず
、
葛
藤
す
る
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
自
分

の
考
え
に
対
し
て
先
輩
方
か
ら
的
確
な
指
導

を
受
け
る
こ
と
で
少
し
ず
つ
で
き
る
こ
と
が

増
え
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。
ま
た
、
受
け
持
っ
た
患
者
さ
ん

の
指
導
に
関
わ
っ
て
い
く
中
で
、「
お
願
い
出

来
ず
に
い
た
か
ら
気
づ
い
て
も
ら
え
て
う
れ

し
い
」
と
お
言
葉
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
、

自
分
の
看
護
に
も
自
信
が
持
て
る
部
分
が
で

て
き
ま
し
た
。

　
２
年
目
を
迎
え
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
課
題

も
多
い
で
す
が
、
先
輩
方
や
他
職
種
の
方
か

ら
の
ご
指
導
と
、
患
者
さ
ん
か
ら
の
笑
顔
を

糧
に
さ
ら
な
る
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

関
わ
り
に
戸
惑
う
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
は
先
輩
方
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ

た
り
、
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
事
で
患
者
さ

ん
と
の
関
わ
り
方
、
業
務
の
流
れ
、
優
先
順

位
な
ど
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
看
護
技

術
や
知
識
が
不
足
し
て
い
る
中
、
不
安
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
病
棟
全
体
が
１
年

目
の
僕
た
ち
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

先
輩
方
の
温
か
い
ご
指
導
の
も
と
日
々
学
ぶ

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
外
科
病
棟
で
勤
務
し
て
お
り
、
手

術
前
後
の
患
者
さ
ん
や
終
末
期
の
患
者
さ
ん

が
お
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
方
が
色
々
な

不
安
を
抱
え
て
お
り
、
患
者
さ
ん
と
関
わ
る

際
に
は
常
に
共
感
的
な
態
度
を
心
が
け
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
か
ら
「
あ
り

が
と
う
」
と
い
う
言
葉
を
頂
い
た
時
に
は
、

看
護
の
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
多
忙
な
中

で
も
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
の
関
わ
り
を

通
し
て
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
き
、
頼
り
に

な
る
看
護
師
に
な
れ
る
よ
う
日
々
精
進
し
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
と
そ
の
家
族
に
寄
り
添
え
る

看
護
師
を
目
指
し
て

５
階
西
病
棟
　
看
護
師
　
佐
々
木  

千
夏

　
看
護
師
と
し
て
働
き
始
め
て
あ
っ
と
い
う

間
に
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。
最
初
は
分
か
ら

な
い
事
ば
か
り
で
、
業
務
や
患
者
さ
ん
と
の

地
域
医
療
に

貢
献
で
き
る

看
護
師
を
目
指
し
て

３
階
東
病
棟
　
看
護
師

　
　
　
　 

俵
　
聖
吉

信
頼
さ
れ
る

　
　
臨
床
工
学
技
士
を
目
指
し
て

臨
床
工
学
技
術
課
　
臨
床
工
学
技
士

　
　
　
　
　
　
　
杉
内  

拓
帆

２
年
目
職
員
１
年
の
振
り
返
り

Lookb
ack

　
検
査
に
は
、
患
者
さ
ん
か
ら
採
取
さ
れ
た

検
体
（
血
液
や
尿
、
組
織
な
ど
）
を
検
査
す

る
「
検
体
検
査
」
と
、
医
療
機
器
を
使
っ
て

患
者
さ
ん
の
体
を
直
接
検
査
す
る
「
生
理
機

能
検
査
」
が
あ
り
ま
す
。
私
は
主
に
、
検
体

検
査
の
中
で
検
体
の
た
ん
ぱ
く
質
や
脂
質
、

ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
を
調
べ
る
検
査
を
担
当
し
て

い
ま
す
。

　
１
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
出
身
が
熊

本
県
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
初
め
の
頃
は
知

ら
な
い
土
地
や
わ
か
ら
な
い
方
言
に
戸
惑
う

こ
と
も
多
く
、
ま
た
仕
事
を
す
る
上
で
様
々

な
検
査
に
関
す
る
知
識
や
技
術
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
の
で
、
自
分
の
実
力
不
足
を
痛

感
す
る
毎
日
で
し
た
。
し
か
し
、
職
場
の
方

や
地
域
の
方
々
の
温
か
い
人
柄
に
支
え
ら
れ
、

２
年
目
を
迎
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
少
し
で
も
益

田
圏
域
の
医
療
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
日
々

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

で
え
ら
い
日
々
が
続
き
ま
す
が
、
皆
で
が
ま

だ
す
ば
い
！

※

え
ら
い…

島
根
県
の
方
言
で
つ
ら
い
、
し
ん
ど
い
と
い

う
意
味

※

が
ま
だ
す…

熊
本
県
の
方
言
で
頑
張
る
、
精
を
出
す
と

い
う
意
味

　
臨
床
検
査
技
師
と
し
て
益
田
赤
十
字
病
院

に
入
職
し
、
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
臨
床

検
査
技
師
は
、
医
師
の
方
々
が
診
療
を
す
る

た
め
に
必
要
な
検
査
を
行
い
、
検
査
結
果
を

報
告
し
て
い
ま
す
。

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

臨
床
検
査
部
　
臨
床
検
査
技
師
　
野
上  

海
渡
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益
田
赤
十
字
病
院
の
看
護
師
と
し
て
就
職

し
、
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。
私
の
配
属
先
は

主
に
消
化
器
内
科
、
呼
吸
器
内
科
、
内
分
泌
・

代
謝
内
科
の
疾
患
の
患
者
さ
ん
が
入
院
さ
れ

る
混
合
病
棟
で
あ
り
、
様
々
な
疾
患
へ
の
知

識
が
深
ま
り
ま
す
。
入
退
院
も
多
い
た
め
、

患
者
さ
ん
と
そ
の
家
族
が
目
指
す
所
へ
向

か
っ
て
い
け
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
事
の
難

し
さ
を
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。

　
知
識
、
経
験
不
足
か
ら
思
う
よ
う
に
い
か

　
益
田
赤
十
字
病
院
へ
臨
床
工
学
技
士
と
し

て
入
職
し
て
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。
は
じ
め

は
右
も
左
も
わ
か
ら
ず
、
先
輩
方
の
仕
事
を

見
て
学
ぶ
こ
と
に
必
死
で
し
た
が
、
先
輩
方

の
丁
寧
な
ご
指
導
の
も
と
、
今
で
は
業
務
を

覚
え
、
一
人
で
出
来
る
仕
事
も
増
え
て
き
て

い
ま
す
。

　
臨
床
工
学
技
士
の
仕
事
は
透
析
、
人
工
呼

吸
器
、
循
環
器
領
域
、
医
療
機
器
の
管
理
な

ど
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
で
高

い
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
最
初
は
難

し
い
事
が
多
く
、
技
術
的
に
も
精
神
的
に
も

不
安
を
抱
え
な
が
ら
日
々
奮
闘
し
て
い
ま
し

た
が
、
先
輩
方
や
他
職
種
の
方
々
に
助
け
て

い
た
だ
き
、
多
く
の
経
験
を
積
む
こ
と
が
出

来
た
１
年
間
で
し
た
。

　
ま
た
、
主
に
医
療
機
器
を
専
門
に
扱
う
仕

事
の
た
め
、
１
年
目
は
機
械
の
操
作
に
気
を

取
ら
れ
て
患
者
さ
ん
や
周
り
の
事
が
見
え
な

く
な
る
こ
と
も
多
く
、
反
省
点
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。
今
は
患
者
さ
ん
の
状
態
や
周

囲
の
ス
タ
ッ
フ
の
動
き
な
ど
に
気
を
配
り
な

が
ら
、
業
務
を
的
確
に
進
め
る
こ
と
を
意
識

し
て
臨
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
院
内
で
信
頼
さ
れ
る
臨
床
工

学
技
士
に
な
れ
る
よ
う
、
日
々
精
進
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

ず
、
葛
藤
す
る
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
自
分

の
考
え
に
対
し
て
先
輩
方
か
ら
的
確
な
指
導

を
受
け
る
こ
と
で
少
し
ず
つ
で
き
る
こ
と
が

増
え
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。
ま
た
、
受
け
持
っ
た
患
者
さ
ん

の
指
導
に
関
わ
っ
て
い
く
中
で
、「
お
願
い
出

来
ず
に
い
た
か
ら
気
づ
い
て
も
ら
え
て
う
れ

し
い
」
と
お
言
葉
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
、

自
分
の
看
護
に
も
自
信
が
持
て
る
部
分
が
で

て
き
ま
し
た
。

　
２
年
目
を
迎
え
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
課
題

も
多
い
で
す
が
、
先
輩
方
や
他
職
種
の
方
か

ら
の
ご
指
導
と
、
患
者
さ
ん
か
ら
の
笑
顔
を

糧
に
さ
ら
な
る
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

関
わ
り
に
戸
惑
う
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
は
先
輩
方
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ

た
り
、
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
事
で
患
者
さ

ん
と
の
関
わ
り
方
、
業
務
の
流
れ
、
優
先
順

位
な
ど
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
看
護
技

術
や
知
識
が
不
足
し
て
い
る
中
、
不
安
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
病
棟
全
体
が
１
年

目
の
僕
た
ち
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

先
輩
方
の
温
か
い
ご
指
導
の
も
と
日
々
学
ぶ

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
外
科
病
棟
で
勤
務
し
て
お
り
、
手

術
前
後
の
患
者
さ
ん
や
終
末
期
の
患
者
さ
ん

が
お
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
方
が
色
々
な

不
安
を
抱
え
て
お
り
、
患
者
さ
ん
と
関
わ
る

際
に
は
常
に
共
感
的
な
態
度
を
心
が
け
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
か
ら
「
あ
り

が
と
う
」
と
い
う
言
葉
を
頂
い
た
時
に
は
、

看
護
の
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
多
忙
な
中

で
も
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
の
関
わ
り
を

通
し
て
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
き
、
頼
り
に

な
る
看
護
師
に
な
れ
る
よ
う
日
々
精
進
し
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
と
そ
の
家
族
に
寄
り
添
え
る

看
護
師
を
目
指
し
て

５
階
西
病
棟
　
看
護
師
　
佐
々
木  

千
夏

　
看
護
師
と
し
て
働
き
始
め
て
あ
っ
と
い
う

間
に
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。
最
初
は
分
か
ら

な
い
事
ば
か
り
で
、
業
務
や
患
者
さ
ん
と
の

地
域
医
療
に

貢
献
で
き
る

看
護
師
を
目
指
し
て

３
階
東
病
棟
　
看
護
師

　
　
　
　 

俵
　
聖
吉

信
頼
さ
れ
る

　
　
臨
床
工
学
技
士
を
目
指
し
て

臨
床
工
学
技
術
課
　
臨
床
工
学
技
士

　
　
　
　
　
　
　
杉
内  

拓
帆

２
年
目
職
員
１
年
の
振
り
返
り

Lookb
ack

　
検
査
に
は
、
患
者
さ
ん
か
ら
採
取
さ
れ
た

検
体
（
血
液
や
尿
、
組
織
な
ど
）
を
検
査
す

る
「
検
体
検
査
」
と
、
医
療
機
器
を
使
っ
て

患
者
さ
ん
の
体
を
直
接
検
査
す
る
「
生
理
機

能
検
査
」
が
あ
り
ま
す
。
私
は
主
に
、
検
体

検
査
の
中
で
検
体
の
た
ん
ぱ
く
質
や
脂
質
、

ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
を
調
べ
る
検
査
を
担
当
し
て

い
ま
す
。

　
１
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
出
身
が
熊

本
県
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
初
め
の
頃
は
知

ら
な
い
土
地
や
わ
か
ら
な
い
方
言
に
戸
惑
う

こ
と
も
多
く
、
ま
た
仕
事
を
す
る
上
で
様
々

な
検
査
に
関
す
る
知
識
や
技
術
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
の
で
、
自
分
の
実
力
不
足
を
痛

感
す
る
毎
日
で
し
た
。
し
か
し
、
職
場
の
方

や
地
域
の
方
々
の
温
か
い
人
柄
に
支
え
ら
れ
、

２
年
目
を
迎
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
少
し
で
も
益

田
圏
域
の
医
療
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
日
々

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

で
え
ら
い
日
々
が
続
き
ま
す
が
、
皆
で
が
ま

だ
す
ば
い
！

※

え
ら
い…

島
根
県
の
方
言
で
つ
ら
い
、
し
ん
ど
い
と
い

う
意
味

※

が
ま
だ
す…

熊
本
県
の
方
言
で
頑
張
る
、
精
を
出
す
と

い
う
意
味

　
臨
床
検
査
技
師
と
し
て
益
田
赤
十
字
病
院

に
入
職
し
、
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
臨
床

検
査
技
師
は
、
医
師
の
方
々
が
診
療
を
す
る

た
め
に
必
要
な
検
査
を
行
い
、
検
査
結
果
を

報
告
し
て
い
ま
す
。

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

臨
床
検
査
部
　
臨
床
検
査
技
師
　
野
上  

海
渡

特集
2
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ANAグループさんから
「しあわせの花スズラン」

のプレゼント
Q
学
生
時
代
の
ク
ラ
ブ
活
動
を

　
　教
え
て
く
だ
さ
い

　
高
校
時
代
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
で
し

た
。
余
談
で
す
が
、
冬
は
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ

雪
が
降
る
町
な
ん
で
す
。
体
育
の
授
業
で

も
ス
キ
ー
が
あ
っ
た
ぐ
ら
い
で
、
ス
キ
ー

が
で
き
な
い
と
つ
ら
い
こ
と
に
な
り
ま
し

た
ね
。

Q
医
師
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は

　
両
親
が
、
医
療
関
係
者
で
そ
の
影
響
が

強
か
っ
た
で
す
ね
。
子
供
の
こ
ろ
か
ら
医

師
へ
の
憧
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

Q
外
科
を
選
ん
だ
理
由
は

　
大
学
卒
業
し
た
頃
は
、
消
化
器
内
科
を

志
望
し
て
い
ま
し
た
。初
期
研
修
医
の
時
、

外
科
の
指
導
医
の
も
と
、
小
児
の
ヘ
ル
ニ

ア
の
オ
ペ
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
時
の
達
成
感
が
と
て
も

印
象
に
残
っ
て
い
て
、
外
科
が
自
分
に
も

合
っ
て
い
る
な
と
思
い
外
科
医
を
選
び
ま

し
た
。

Q
や
り
が
い
を
感
じ
る
時
は

　
　ど
ん
な
と
き
で
す
か

　
手
術
を
執
刀
し
て
問
題
な
く
終
了
し
、

無
事
退
院
で
き
た
時
と
、
が
ん
患
者
さ
ん

が
経
過
観
察
期
間
を
無
事
終
え
ら
れ
た
時

で
す
ね
。

Q
益
田
の
い
い
と
こ
ろ
を

　
　教
え
て
く
だ
さ
い

　
先
輩
方
か
ら
、
益
田
は
「
山
陰
の
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
」
だ
と
聞
い
て
い
ま
し
た
。

山
陰
の
中
で
も
天
気
の
い
い
日
が
多
い
と

い
う
意
味
だ
っ
た
み
た
い
で
す
。
と
て
も

住
み
や
す
い
町
で
大
好
き
で
す
。
実
は
旧

病
院
の
こ
ろ
か
ら
週
末
、
外
科
待
機
で
来

て
ま
し
た
。
大
吉
と
八
剣
伝
が
あ
っ
た
の

も
覚
え
て
い
ま
す
よ
。
官
舎
で
待
機
し
て

い
て
、
呼
び
出
し
が
あ
る
と
、
そ
こ
か
ら

歩
い
て
病
院
ま
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。
あ

る
時
、
移
動
用
に
自
転
車
が
用
意
さ
れ
て

た
ん
で
す
よ
。
お
か
げ
で
す
ぐ
に
病
院
に

来
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
し
、
市
内
を

散
策
し
て
い
ま
し
た
。

Q
当
院
に
来
ら
れ
て

　
　ど
の
よ
う
な
印
象
を

　
　持
ち
ま
し
た
か

　
外
科
部
門
で
す
の
で
内
科
か
ら
紹
介
状

を
よ
く
い
た
だ
き
ま
す
が
、
内
科
と
外
科

が
良
く
連
携
が
取
れ
て
い
て
、
と
て
も
相

談
し
や
す
い
環
境
だ
と
感
じ
ま
す
。
そ
の

他
の
部
門
の
方
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
取
り
や
す
く
、
仕
事
が
し
や
す
い
環
境

で
大
変
助
か
っ
て
い
ま
す
。

Q
医
師
の
地
域
偏
在
の
問
題
に

　
　対
し
て
先
生
の
思
い
が

　
　あ
り
ま
す
か

　
臨
床
研
修
制
度
の
導
入
で
研
修
医
が
都

心
部
に
出
や
す
く
な
り
ま
し
た
ね
。
そ
の

後
、地
域
の
医
師
の
偏
在
解
消
の
た
め
に
、

医
学
部
地
域
枠
推
薦
の
制
度
が
導
入
さ
れ

ま
し
た
。
中
に
は
、
も
っ
と
都
心
部
で
技

術
を
学
び
た
い
と
思
う
若
手
医
師
も
い
る

で
し
ょ
う
。
地
域
に
い
な
が
ら
で
も
、
技

術
が
学
べ
る
シ
ス
テ
ム
が
構
築
で
き
れ

ば
、
地
域
に
根
付
い
た
医
師
が
も
っ
と
誕

生
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　　
黒
田
先
生
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
ご
協
力

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

DOCTOR’S  In terv iew
Questions And Answers ドクターズインタビュー vol.05

外　科　黒田  博彦 先生

　
５
月
27
日（
木
） 

Ａ
Ｎ
Ａ
さ
ん
よ
り
、

「
す
ず
ら
ん
の
お
花
」
と
「
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
し
お
り
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
Ａ
Ｎ
Ａ
さ
ん
で
は
毎
年
、
み
ん
な

の
幸
せ
を
願
う
気
持
ち
を
す
ず
ら
ん

の
花
に
込
め
て
、
赤
十
字
病
院
と
関

連
施
設
へ
お
届
け
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。（
今
年
は
コ
ロ
ナ
で
贈
呈
式

が
中
止
で
す
）

　
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
厳
し
い
状
況
で

す
が
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を
今
年
も

継
続
し
て
い
た
だ
き
大
変
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　
来
年
は
、
お
互
い
笑
顔
で
お
会
い

し
た
い
で
す
ね
。

　
６
月
22
日
（
火
）
永
年
勤
続
表
彰

式
が
行
な
わ
れ
、　
長
年
に
わ
た
り
、

当
院
に
勤
務
し
て
い
る
職
員
（
永
年

勤
続
30
年
５
名
、
20
年
８
名
）
に
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
木
谷
院
長
か
ら
、
永
年
勤
続
職
員

へ
、「
長
年
に
わ
た
り
当
院
の
中
心
と

し
て
ご
活
躍
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。」
と
、
ね
ぎ
ら
い

と
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

お弁当を
提供していただきました

　
６
月
21
日
（
月
）・
28
日
（
月
）
に

　「
ト
ラ
ッ
ト
リ
ア 

ス
タ
ジ
オ
ー

ネ
」、「
ピ
ッ
ツ
ェ
リ
ア 

ダ 

ナ
ポ
イ
」、

「
和
し
ょ
く
由
き
ち
」　
の
皆
様
よ
り

お
弁
当
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
こ
の
度
、３
店
舗
の
皆
様
よ
り
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応

す
る
医
療
従
事
者
へ
感
謝
の
意
を
込

め
、
お
弁
当
を
寄
贈
し
た
い
」
と
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
お
弁
当
は
、
外
来
、
病
棟
に
勤
務

す
る
医
療
従
事
者
に
配
布
し
、
お
い

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
現
場
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
の
励
み
と

な
り
ま
す
。
こ
の
度
は
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

永
年
勤
続
表
彰
式

を
行
い
ま
し
た
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ANAグループさんから
「しあわせの花スズラン」

のプレゼント
Q
学
生
時
代
の
ク
ラ
ブ
活
動
を

　
　教
え
て
く
だ
さ
い

　
高
校
時
代
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
で
し

た
。
余
談
で
す
が
、
冬
は
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ

雪
が
降
る
町
な
ん
で
す
。
体
育
の
授
業
で

も
ス
キ
ー
が
あ
っ
た
ぐ
ら
い
で
、
ス
キ
ー

が
で
き
な
い
と
つ
ら
い
こ
と
に
な
り
ま
し

た
ね
。

Q
医
師
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は

　
両
親
が
、
医
療
関
係
者
で
そ
の
影
響
が

強
か
っ
た
で
す
ね
。
子
供
の
こ
ろ
か
ら
医

師
へ
の
憧
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

Q
外
科
を
選
ん
だ
理
由
は

　
大
学
卒
業
し
た
頃
は
、
消
化
器
内
科
を

志
望
し
て
い
ま
し
た
。初
期
研
修
医
の
時
、

外
科
の
指
導
医
の
も
と
、
小
児
の
ヘ
ル
ニ

ア
の
オ
ペ
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
時
の
達
成
感
が
と
て
も

印
象
に
残
っ
て
い
て
、
外
科
が
自
分
に
も

合
っ
て
い
る
な
と
思
い
外
科
医
を
選
び
ま

し
た
。

Q
や
り
が
い
を
感
じ
る
時
は

　
　ど
ん
な
と
き
で
す
か

　
手
術
を
執
刀
し
て
問
題
な
く
終
了
し
、

無
事
退
院
で
き
た
時
と
、
が
ん
患
者
さ
ん

が
経
過
観
察
期
間
を
無
事
終
え
ら
れ
た
時

で
す
ね
。

Q
益
田
の
い
い
と
こ
ろ
を

　
　教
え
て
く
だ
さ
い

　
先
輩
方
か
ら
、
益
田
は
「
山
陰
の
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
」
だ
と
聞
い
て
い
ま
し
た
。

山
陰
の
中
で
も
天
気
の
い
い
日
が
多
い
と

い
う
意
味
だ
っ
た
み
た
い
で
す
。
と
て
も

住
み
や
す
い
町
で
大
好
き
で
す
。
実
は
旧

病
院
の
こ
ろ
か
ら
週
末
、
外
科
待
機
で
来

て
ま
し
た
。
大
吉
と
八
剣
伝
が
あ
っ
た
の

も
覚
え
て
い
ま
す
よ
。
官
舎
で
待
機
し
て

い
て
、
呼
び
出
し
が
あ
る
と
、
そ
こ
か
ら

歩
い
て
病
院
ま
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。
あ

る
時
、
移
動
用
に
自
転
車
が
用
意
さ
れ
て

た
ん
で
す
よ
。
お
か
げ
で
す
ぐ
に
病
院
に

来
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
し
、
市
内
を

散
策
し
て
い
ま
し
た
。

Q
当
院
に
来
ら
れ
て

　
　ど
の
よ
う
な
印
象
を

　
　持
ち
ま
し
た
か

　
外
科
部
門
で
す
の
で
内
科
か
ら
紹
介
状

を
よ
く
い
た
だ
き
ま
す
が
、
内
科
と
外
科

が
良
く
連
携
が
取
れ
て
い
て
、
と
て
も
相

談
し
や
す
い
環
境
だ
と
感
じ
ま
す
。
そ
の

他
の
部
門
の
方
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
取
り
や
す
く
、
仕
事
が
し
や
す
い
環
境

で
大
変
助
か
っ
て
い
ま
す
。

Q
医
師
の
地
域
偏
在
の
問
題
に

　
　対
し
て
先
生
の
思
い
が

　
　あ
り
ま
す
か

　
臨
床
研
修
制
度
の
導
入
で
研
修
医
が
都

心
部
に
出
や
す
く
な
り
ま
し
た
ね
。
そ
の

後
、地
域
の
医
師
の
偏
在
解
消
の
た
め
に
、

医
学
部
地
域
枠
推
薦
の
制
度
が
導
入
さ
れ

ま
し
た
。
中
に
は
、
も
っ
と
都
心
部
で
技

術
を
学
び
た
い
と
思
う
若
手
医
師
も
い
る

で
し
ょ
う
。
地
域
に
い
な
が
ら
で
も
、
技

術
が
学
べ
る
シ
ス
テ
ム
が
構
築
で
き
れ

ば
、
地
域
に
根
付
い
た
医
師
が
も
っ
と
誕

生
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　　
黒
田
先
生
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
ご
協
力

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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外　科　黒田  博彦 先生

　
５
月
27
日（
木
） 

Ａ
Ｎ
Ａ
さ
ん
よ
り
、

「
す
ず
ら
ん
の
お
花
」
と
「
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
し
お
り
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
Ａ
Ｎ
Ａ
さ
ん
で
は
毎
年
、
み
ん
な

の
幸
せ
を
願
う
気
持
ち
を
す
ず
ら
ん

の
花
に
込
め
て
、
赤
十
字
病
院
と
関

連
施
設
へ
お
届
け
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。（
今
年
は
コ
ロ
ナ
で
贈
呈
式

が
中
止
で
す
）

　
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
厳
し
い
状
況
で

す
が
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を
今
年
も

継
続
し
て
い
た
だ
き
大
変
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　
来
年
は
、
お
互
い
笑
顔
で
お
会
い

し
た
い
で
す
ね
。

　
６
月
22
日
（
火
）
永
年
勤
続
表
彰

式
が
行
な
わ
れ
、　
長
年
に
わ
た
り
、

当
院
に
勤
務
し
て
い
る
職
員
（
永
年

勤
続
30
年
５
名
、
20
年
８
名
）
に
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
木
谷
院
長
か
ら
、
永
年
勤
続
職
員

へ
、「
長
年
に
わ
た
り
当
院
の
中
心
と

し
て
ご
活
躍
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。」
と
、
ね
ぎ
ら
い

と
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

お弁当を
提供していただきました

　
６
月
21
日
（
月
）・
28
日
（
月
）
に

　「
ト
ラ
ッ
ト
リ
ア 

ス
タ
ジ
オ
ー

ネ
」、「
ピ
ッ
ツ
ェ
リ
ア 

ダ 

ナ
ポ
イ
」、

「
和
し
ょ
く
由
き
ち
」　
の
皆
様
よ
り

お
弁
当
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
こ
の
度
、３
店
舗
の
皆
様
よ
り
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応

す
る
医
療
従
事
者
へ
感
謝
の
意
を
込

め
、
お
弁
当
を
寄
贈
し
た
い
」
と
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
お
弁
当
は
、
外
来
、
病
棟
に
勤
務

す
る
医
療
従
事
者
に
配
布
し
、
お
い

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
現
場
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
の
励
み
と

な
り
ま
す
。
こ
の
度
は
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

永
年
勤
続
表
彰
式

を
行
い
ま
し
た
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お問い合わせ先 / 益田赤十字病院　地域医療連携係

科  別

内　科

循環器科

脳神経内科

小児科

外　科

脳神経外科

整形外科

皮膚科

泌尿器科

耳鼻いんこう科

眼　科

放射線科

麻酔科

歯科口腔
外科

産婦人科

診療 月 火 水 木 金 備  考

岡本栄祐
（初診・総合診療）

波多野拓也
（初診・総合診療）

又賀建太郎
（内分泌・代謝）

波多野拓也
（初診・総合診療）

竹谷　海
（内分泌・代謝）

竹谷　海
（内分泌・代謝）

又賀建太郎
（内分泌・代謝）

内田利彦
黒田紘章
―

―

内田利彦
古志野海人

―

黒田紘章
―
―ペースメーカー

外来

休　診

山口祐貴
（消化器）

古田晃一朗
（消化器）

岡本栄祐
（初診・総合診療）

又賀建太郎
（内分泌・代謝）

天野和寿
（消化器）

山口祐貴
（消化器）

山﨑整児
（呼吸器）

古田晃一朗
（消化器）

古志野 海人
―
―

― ―

―

―

三浦　勤

中島香苗

秋好瑞希

循環器外来 　

予防接種

三浦　勤

中島香苗

秋好瑞希

―

予防接種

三浦　勤

中島 香苗

秋好瑞希

神経発達外来 　 

乳児健診

三浦　勤

中島香苗

秋好瑞希

乳児健診

三浦　勤

中島香苗

秋好瑞希

―

予防接種

青木慶仁
木谷光博

もの忘れ外来  　 

松井龍吉

―

中川知憲

―

塩田摂成
三浦義夫
緩和ケア外来　  

―

黒田博彦
服部晋司
井上圭亮
乳腺外来　  

三浦義夫
塩田摂成
佐々木陽平
― ―

手術日のため
休診

機能的脳神経外科
専門外来

井本浩哉

米井　徹
横川　敬
大塚哲也

小川慎也
米井　徹
上村篤史

横川　敬
小川慎也
河野龍之助

石原秀行
╱

岡　史朗

金子　栄 金子　栄

休　診 休　診 大学医師休　診

髙井保幸

手術／髙井保幸 手術―

大学医師

休　診

髙井保幸

市山友子 市山友子 市山友子 市山友子
腫瘍外来

術前診察のみ 術前診察のみ 術前診察のみ 術前診察のみ 術前診察のみ

椋本英光 石倉ゆか 石倉ゆか 応援医師
放射線治療外来

青木明彦
矢野誠司

岡真太郎
青木明彦

矢野誠司
岡真太郎

矢野誠司
青木明彦

片桐敦子
片桐　浩
片桐敦子（再診）
健診　

片桐敦子
片桐　浩

―

波多野渚
片桐敦子

波多野渚
片桐敦子

片桐　浩
波多野渚

手 術手 術
マタニティクラス　　

休　診 休　診 休　診

金子　栄 ―金子　栄

手術日のため
休診

手術日のため
休診

手術日のため
休診

木谷光博

―

初診
午前

午前 加藤輝士
（消化器）

加藤輝士
（消化器）

午前

午前
午前
午前

午前

午前

午前

午前
松本香奈枝 ―松本香奈枝 皮膚科担当医―

― ―アトピー外来　　 ―金子 栄（再診）午後

午前

午前

午前

午前

午後

再診

再診

再診

1診
2診

午後

午後

午後

午後

初診
再診

初診
紹介

初診
紹介

初診
紹介

予約

予約

予約予約

予約

予約

予約

手術日のため
救急紹介のみ

初診
紹介

予約

髙井保幸

手術／髙井保幸
予約

髙井保幸

髙井保幸
予約

予約

山﨑整児
（呼吸器）予約

予約

予約

予約 予約

予約

手術日のため
休診

山﨑整児
（呼吸器）予約

セカンド
オピニオン外来

益田赤十字病院  外来担当一覧 令和３年９月１日現在

予約の表示は、予約患者さまのみ

馬庭泰久
（血液・免疫）

高橋╱馬庭
（血液・免疫 隔週）

鈴木╱馬庭
（血液・免疫 隔週）

馬庭泰久
（血液・免疫）

馬庭泰久
（血液・免疫）

隔週の火曜日： 高橋　勉  医師

隔週の木曜日： 鈴木  律朗 医師

心カテ日： 月～金曜日

ペースメーカー外来： 第１木曜日（予約）

休診日の対応： 救急車受入・救急紹介のみ

手術日： 月・水・金曜日

休診日の対応： 救急車受入・救急紹介のみ

緩和ケア外来： 月曜日午後（予約）
乳腺外来： 火曜日　13時～（予約）
セカンドオピニオン外来： 第１金曜日（予約）
田島 義証  医師（島根大学医学部消化器・総合外科教授）

もの忘れ外来： 水曜日 １１時～１２時（予約）

休診日の対応： 救急車受入・救急紹介のみ

※完全予約制（但し、１ヶ月健診、３ヶ月未満の乳児を除く）
午前、午後ともに初診は紹介患者さまのみ

循環器外来 ： 第１月曜日（予約）
　　　　　　偶数月　第４木曜日（予約）
神経発達外来：瀧川 遼医師（島根大学医学部小児科）
　　　　　　　第２水曜日（予約）

初診は紹介患者さまのみ（金曜日は紹介不可）

アトピー外来： 火曜日午後１５時～１６時３０分（予約）

手術日： 月曜日午後・金曜日午前

※完全予約制　予約電話受付：平日の14時～16時

紹介患者さまのみ（受付：８時～１１時）

初診は紹介患者さまのみ
手術日： 月・火・金曜日
午後の診療は１４時開始（手術日は開始時間が遅れる
ことがあります）  
金曜日： 紹介患者さまの診察不可（緊急の場合を除く）
院外検査： 月～金曜日（予約）　アンギオ日： 火・金曜日（午後）
放射線治療外来： 島根大学応援医師（専門医）
予約 ／木曜日 第1・3・5週 13：00～15：00 、金曜日 第2・4週 9：00～15：00

初診は紹介患者さまのみ
手術日： 水曜日

腫瘍外来
水曜日（月１回）： 管野貴浩医師（島根大学医学部歯科口腔外科  教授）

予約午後診療： 14時～15時（月・木）

手術日： 火曜日午後・木曜日午後
ＣＡＰＤ外来： 月曜日 午後

休診日の対応： 救急車受入・救急紹介のみ

第1・3・5木曜日： 石原 秀行  医師（山口大学　脳神経外科教授）
第2・4木曜日： 岡 史朗  医師（山口大学　脳神経外科）
機能的脳神経外科専門外来： 第３水曜日（完全予約制）
　　　　　　　　井本 浩哉  医師（山口大学 脳神経外科）

完全予約制

完全予約制

初診は紹介患者さまのみ　

手術日： 火・木・金（午後）曜日　検査日： 月・水・金曜日

休診日の対応： 救急車受入・救急紹介のみ

石倉ゆか
放射線治療外来

予約

片桐　浩（再診）
健診　予約

益
田
赤
十
字
病
院
広
報
誌
  高
津
川
だ
よ
り
　
2021 年

  夏
号
　
　
発
行
元
 / 益

田
赤
十
字
病
院
 　
〒
698‒8501 島

根
県
益
田
市
乙
吉
町
イ
103

番
地
１
　
TEL.0856-22-1480（

代
表
）　
FA
X
.0856-22-3991　

※
病
床
数
：
284

床

Photograph: 津和野町 第一津和野川橋梁

益
田
赤
十
字
病
院
広
報
誌

（島根大学内科学第三）

（島根大学血液・腫瘍内科学教授）

服部晋司
黒田博彦

循環器外来
（予約）

ド
ク
タ
ー
ズ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

Ａ
Ｎ
Ａ
グ
ル
ー
プ
さ
ん
か
ら 「
し
あ
わ
せ
の
花
ス
ズ
ラ
ン
」の
プ
レ
ゼ
ン
ト

お
弁
当
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

永
年
勤
続
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た

外
来
担
当
一
覧

特
集
／

知
っ
て
お
き
た
い

　
摂
食
・
嚥
下
障
害

特
集
２
／

Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｂ
Ａ
Ｃ
Ｋ

　
２
年
目
職
員
１
年
の
振
り
返
り
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